
 
9/1 の例会の中で新天文台建設の陰で、現天文
台の閉鎖の話がありました。隣のプールが今年

で終わり、地下鉄工事が始まるとなんだか寂し

く落ち着かない気がします。 

 

 

 

 

☆仙台市天文ボランティア会報☆ 

 

  

 

 

うちゅうせん新聞 
       広報係 ’06年9月16日発行 

蔵王青少年旅行村 7月23日(日) PM8:00～9:00 

 （うちゅうせん3名、 参加者40名：小2から中2） 

遠刈田経由だから遠かった・訳ではありませんが、遠刈田

から先は、往復共濃霧だった事もあり、遠かった。目的地

が初めてだったこと ますが・・・。 

予想通り？の曇天バージョン。近隣のほか各地からの参

加だったようで、山形県からの参加者も。自己紹介の後、

簡単に今月の星空説明、星座物語は時節がら「七夕物語」

「オリオンとさそり」の２本立て、地球儀を使って質問しなが

らの話しを少々、引き続き星座ビンゴをしましたが、それ

はもう大騒ぎでした。最後に５分ほど質問コーナーをやり

ました。日中思い切り体を使って遊んだとの事で、小２の

女の子はお母さんにしがみつきトロンとしていました。 

お天気の回復は無理・の判断から望遠鏡係５名には参加

続き

山田市民センター・観望会(2回目)8月19日(土)PM6:00～8:00 

（うちゅうせん4名、参加者20名） 

毎年のことですがお盆期間中の太平洋側は太陽がなかなか

顔を覗かせてくれず、星空のほうも×でした。 

季節毎のシリーズですが、１回目の春に続き、今回も残念な

がら本物の星を見ることはできませんでした。 

次回以降は晴天率も高めの季節になるはずですので乞うご

期待☆！ 

方位磁石の図を白板に描きなが 

らの「今月の星空」の説明は、 

判りやすく良いアイデアでした。 

星座物語は二本立てで、天の川 

をテーマにした「七夕伝説」と「銀 

河鉄道の夜」。後者は「もっと聞 

 

  
 

 
 
利府西中・観望会  7月 5日(水) PM7:20～9:10 

（うちゅうせん4名、小学校＋西中＋父兄＝45名） 

梅雨の時期、当然ながら!?の曇天バージョン。 

我々の出番前に実施された昔話を聞く会が予定を

オーバーしたようで２０分位遅れての開始でした。 

挨拶・今月の星空・星座物語は、七夕物語・星の仙

例会より 

７月7日(金) PM7:00～9:00 出席者 6名 

七夕のためか出席者が少なかったのは、やむなしでしょう

か。花の金曜日、家族パーティーや仕事とそれぞれ都合が

あるので、月 1 回の参加を考えていただければ活動が盛り

上がると思います。 

議事内容は、観望会報告、合宿日程の変更（場所：裏磐梯、

どんぐり）、7/23～広瀬公民館での天文同好会写真展周知 

 

７月２４日(土) 欠席連絡多数により急遽中止 
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に終始して

その 1 
を遠慮して貰いました（悪しからず） ｋさん・Ｎさん、濃霧の

中遠路までお疲れ様でした。 
亘理児童クラブ・観望会8月 5日(土) PM7:00～9:00  

（うちゅうせん8名、参加者：親子１３０人） 

開始時は曇り空で月も見えず・８連敗必至と思われました

が、今月の星空説明の途中で月が見え出したので、急遽

外に出てもらいました。 

月・木星をメーンに、アルビレオやミザール、アルコルなど

を見せることが出来ました。夏の大三角も！やはり本物を

見るのが一番！２０時に中へ戻り、星空説明の残りをした

後、「七夕ものがたり」のスライドをして終了でした。 

望遠鏡はそのままでしたので、帰り際に再度覗いて貰い、

大半の方が見てから帰っていきました。 帰り際「楽しかっ

た」と言う子供たちの声を聞く事ができ、嬉しくまたホッとし

たのが正直なところです。 

４月から数えて、９回目の観望会でしたが、晴れたのは今

夜を含め２回のみ。 この時期はこんな物かもしれませ

きたい！」と一年生が言ってくれた程大好評でした。 

当日の例会で披露した「月を楽しみませんか？」（ぴろりんと

船長の撮った月の写真集）を早速曇天バージョンで初上映し

ました。今後ナレーションを書き下ろしていくことになります。

星座ビンゴと、最後に質疑応答で時間いっぱいとなりました。

特に「地球は何故回っているのか」の質問にはﾀｼﾞﾀｼﾞでした。

多賀城・山王小観望会  8月27日(日) PM8:00～9:00 

（うちゅうせん3名、参加者30名） 

７時の到着時には雲も少なく木星も結構な高さに輝いていま

したが、開始時刻には晴れ間よりも雲の方が多い状態。 そ

れでも低くなった木星・アルビレオミザールとアルコルを３台

の望遠鏡で振る舞いましたが、数人が見てる間に雲で隠さ

れ、別な物へ・の繰り返しでした。 

それでも子供たちは喜んでくれましたが・・・星を見るのがメ

ーンで無かった観望会のためやや難しいものでした。 

丸森・筆甫地区活性化センター9月2日(土) PM7:00～9:00 

(うちゅうせん5名、参加者55名：子供より大人が多い） 

人の２本立て。皆さんうっとり聞き惚れていました。 

その後、新月を見に行ってきた話・星座ビンゴを始

める時には有り余る時間が有ったはずが時間不足・

始まりが遅れたからな～ でもビンゴで時間調整し

ました。 

最後に近ちゃんが１円玉を地球に、直径五ミリの小

さい玉を月に見立て太陽系の話をしましたが、圧巻

は太陽に見立てた直径２、２ｍの赤い環。 みんな

がビックリしたり、喜んだりしながら熱心に聴いてい

ました。 雨の中参加した甲斐が有った事でしょう。 

参加された皆さん、雨の中遅くまでお疲れ様でした。 

１１月にもお願いしたい・との事。 次は晴れるとい

いな～ いや・晴れさせるゾッ！ 

泉環境まつり・泉区役所前広場７月 15 日(土) 

AM10:00～PM3:00 (うちゅうせん/同好会12名・参加

者？・・曇天で太陽が見えず人が寄って来なかった) 

朝は雨から始まり、区民まつりそのものが開催可能

) PM7:00～9:00出席者 13名 

乗船、今年の観望会は 1 回目が晴れただけで、7

れがほしい。 

ョンでは人数が少なくて良いため、『晴れたら参

します。参加把握の際に申し出てください。当日の

各自に任せ、連絡は不要とします。なお、都合が

でも来ていただいてかまいません。 

土) PM3:00～5:00出席者 13名 

新乗船。新乗組員が続き、にぎやかになってきま

ティア養成講座も始まります。 

、観望会報告、例会の日程変更など。 

つりは月、惑星が見えない時期なので星座を見

12/16(土)光のページェント期間中に決定しまし

で防寒対策しっかりで臨みましょう。 

月」をテーマに作成した写真（スライド）を試写し意

した。みんなで集まって作ることが難しくなってき
ん。 参加された皆さん・お疲れ様でした。  開始前から望遠鏡をのぞいてもらってから、室内に移り星座か疑われるようでしたが、午後からは曇り空の中訪、個人で作成し例会で皆さんの意見を聞いて仕上

た形で進めたい

) PM7:00～9:00

6名集まったと

々に乗組員が 

ました。 

事の関係が 

をえないですね

題は胎内星まつ

参加報告と、冥王

ら降格したﾆｭｰ

いました。 
亘理町図書館・観望会(2回目) 7月29日(土)PM7:00～8:25 

（うちゅうせん5名、参加者50名） 

今年の梅雨は少々しつこいようで梅雨明け前で「曇天バー

ジョン」となってしまいました。 

１００名越えの申し込みが有ったようですが、天気が悪く参

加者が半減しました。 

月の具合のいい土曜日と言う日程での企画でしたが、前

回お天気とは違って期待外れの方が多かった様でした

が、終わってからの感想ではおおむね楽しんで頂けたよう

でした。 

物語・惑星の話・星座ビンゴ・質問コーナーと曇天バージョン

も実施しました。帰りぎわ希望者には再度月・木星を覗いて

貰いました。全部が終わった段階で、昭和１桁生まれと言う

方から、こんなに楽しい事は今回限りではなく、年に何回か

やって欲しい・と言うお願いがありました。どちらかと言うと、

子供向けの内容だったかな？ 

と思っていたんですが、大人の 

方々にも予想外に好評だったの 

がうれしく，遠い所まで来た甲斐 

が有りました。 

れる人も増えてきました。残念ながら、最後までお

日様の姿は拝めませんでしたが、展示物を用意して

いた分だけは構えていることができました。他の展

示コーナーから離れていて、ステージの上になるた

めおてんとうさまが 

出ないとお客さんが 

来てくれないですね。 

年毎に雨天と晴天が 

交互となっているの 

で来年は期待できる 

かも！

ので、取り組んでみてください。 

出席者10名 

ころで開始8時から近況報告。 
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 うちゅうせん伝言板(ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ)より  

山田市民センター観望会について  投稿日:8月23日(水) 

8/19例会に引き続きの活動でご苦労様でした。 

効果的な解説についていろいろ話し合って出たアイディアを試され

たようで、すごいなあと感心しております。 

じつはあの観望会の二、三日あと、思いがけず、某市民センターに

勤めている知人から感想のメールをいただきました。 

以前に会ったときに「近くの山田市民センターで観望会があるので、

どういう雰囲気の会なのか、ぜひのぞいてみてください」と話したこ

とがあったのですが、なんと19日に見学なさっとのこと。曇天にもか

かわらず、とても楽しい会だったので、ご自分の職場での企画も考

えてみたいという内容でした。坪沼での観望会が実現できたらとも。

観望会見学者の感想ということで書いてみました。 

うちゅう豆知識 

奇妙な流れ星と月の雲 

1913年カナダ、トロント大学チャント先生の観測です 長く

赤い尾を引いてロケットのように進んで行きました。落 消え

てしまいました。間もなく、2 個 3 個と火の玉が現れ、 た。

たくさんの人に観測された火の玉はこの日2月9日が 「シ

シリッド・シャワー」と呼ばれました。天文学者たちによ (天

然の衛星)が地球の引力に引かれ次第に低い所を回る は

ないかと言う事でした。 

現在もまだ、地球には別のお月様がある！！？実 いま

す。・・太陽系の木星と火星の間には小惑星という小さ ご

存知でしょう。この小惑星の中に「トロヤ群」という、風 星

は、実は木星と同じ軌道を回っています。それらは木星 ろ、

つまり木星と太陽を結ぶ線を一辺とする正三角形の頂 か

も護衛するように、太陽の周りを回っているのです。・・ たく

同じような関係の成り立つ場所に、地球の新しいお月 ラカ

ウ天文台のコルレウスキーがもしかしたらと探し始め 手

が「一塊の天体ではなく、ガスやチリの集まったくものような天体ではないでしょうか」と言い出しまし

た。特に暗い夜を選んで観測を続け1961年3月6日と4月6日にめざす地球の雲の月を写真に捉え

ることに成功しました。この時は月の後ろをついて回る雲でしたが 9 月には前方を回る雲も見つかりま

した。この地球の雲の月はかすかにうすぼんやりと光っているだけですから、よほど空気の澄んだ山

奥でよく晴れた夜でないと見えません。そのため中には「そんな雲をつかむような（月の雲）なんて、本

当にあるのかしら」と首をかしげる人も出てきました。 

1964年にカリフォルニア天文台で、1966年マクドナルド天文台でも写真に写されました。確かにあ

ることがわかりました。 

 

10月の星空 

月：10/6満月の一日前が中秋の名月 

水星：10/17東方最大離隔で夕方西天に見える 

金星：10/26外合、以後夕方の西天に移る 

火星： 10/24に合。太陽の向こうで見えない 

木星： 太陽に近く観測できない 

土星： 夜明け前の東の空に見え始める 

流星群：8日にジャコビニ流星郡、21日にオリオン流星群が極大 

編集後記 

 

IAU 総会で惑星が１２個に増えるのではないかとの予測から一転、冥王星を惑星から除外するとの

決定は日本中に驚きを与え、ニュースでのトップ報道や、採決前から中継するなど行方に注目が集

まるのが嬉しくワクワクしながら過ごしました。暗いニュースが多い中、久々に気分良く過ごせまし

た。天文関係で、もうこんなニュースは無いのかな？（辺） 

 

♡お天気に恵まれない夏も過ぎ清明の秋。良い観望会に恵まれる事を祈っております。冥王星はび

っくり！増えるのかと思いきやドッテンカイで終わりになるんですね。（中） 

☆ 2006年例会予定 ☆ 変更になっています。 

曜 金曜日 土曜日 

月 時 午後７時 午後３時 

１０月 なし ※なし 

１１月 ３日（祝日） １８日 

１２月 １日 １６日 

１月 ５日 ２０日 

２月 ２日 １７日 

３月 ２日 ◎１７日 

11月の星空 

明るい惑星は未明以外見えない 

水星：11月9日の内合の時、水星の太陽面通過が見られる 

金星：10月26日に外合になったばかりで夕空低くまだ見えない 

木星：11月22日に太陽の向こうで合となるので見られない 

土星：11月22日に西矩となり、夜明け前の空高く見えている 

星食：11月6～7日にプレアデス星団が月に隠される 

流星群：18日未明と19日昼にしし座流星群がピークになる 

※10 月の例会の

代わり合宿(10/14,15)

と芋煮の予定あり

,12月の星空 

大晦日から元日にかけプレアデス星団の月に隠れる食。 

水星：11月25日に西方最大離角となったので明け方の東天にある 

金星：夕方の西の空ごく低く夕焼けの中に姿を見せ始めている 

火星：まだ太陽に近く目に付きにくい状態 

木星：夜明け前の東天にいますがまだ見えにくい 

土星：夜更けには東の空に姿を見せるようになってきている 

星食：12月31日宵にプレアデス星団の食2007初観測にぴったり！

流星群：12月14日ごろふたご座流星群がピーク 

今年のニュースNo.1（かなり早いですが）：惑星の定義 

８月２４日の IAU総会(ﾌﾟﾗﾊ)で太陽系惑星を８個としこれらより小さい冥王星はその他のいくつかの小天体

と合わせて「矮(ﾜｲ)惑星」という新分類に入れる。冥王星を含む矮惑星は惑星から除外される。 
なお、矮惑星やもっと小さい太陽系小天体など新たな天文用語（和名）については今後、日本学術会議で

検討されることになっている。 

天文用語ミニ辞典・惑星現象 

西矩、東矩など普段聞きなれない言葉を図解で復習 
合 ： 太陽と同じ方向にあるため，惑星は見えない。 

内合と外合がある。   
内合： 内惑星（地球より太陽に近い惑星）のみの現象で， 

惑星は太陽と地球の間にある。   
外合： 内惑星にも外惑星にも見られる現象。 
惑星は，太陽の向こうにある。   
衝  ：外惑星（地球より太陽から遠い惑星）のみの現象。 

太陽の反対側にあり一晩中見える。   
東方最大離角 ：内惑星の現象。太陽から東側に一番離れて 

見え，日没後の西空での見頃。   
西方最大離角： 内惑星の現象。太陽から西側に一番離れて 

見え，夜明け前の東空での見頃。   
最大光度 ：最大光輝ともいう。内惑星が一番明るく見え 
る現象で，東方（西方）最大離角と内合の間で起こる。   
東矩（上矩） 太陽の東側に，９０度離れて見える。   
西矩（下矩） 太陽の西側に，９０度離れて見える。 
。火の様な赤い物体が現れ次第に大きくなり

ちる様子も無く水平に飛んでいくと間もなく

前と同じようにゆうゆう水平に飛んで行きまし

キリスト教のセント･シリルの日であったため

ると、今のお月様とは別のもう一つのお月様

ようになりついに大気に飛び込んで来たので

はそのもう一つのお月様を見つけた人が

な石ころのような天体の群が回っていることは

変わりなグループがあります。トロヤ群の小惑

とぶつかることはなく、木星より60度前と後

点のあたりにあって、木星の前と後ろを、あた

このようにして回るトロヤ群の小惑星と、まっ

様？が見つかったのです。（ポーランドのク

、5 年経ち「だめだろうか」と思い始めた時、助


